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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・上野　淳子様～東C6（医療保護）

【ユニット移動】
・川村　和様～東C6　→　東合

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～不穏時）リスペリドン内用液(1)1P　7回分処方。

・地代所　武彦様～本日より、アルコール依存症治療プログラム開始。テキストが水曜日に出来上がる為、その間、病棟のテキストを使用する事。

・寺地　啓喜様～38.0℃台の発熱が続いている事から、金Dr.へ報告。クーリングで経過観察とし、明日採血の指示受ける。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時他室侵入や私物弄り等繰り返し自制できず、開放観察終了としている。自室内逸脱行為や危険行動なく経過する。不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00までの時間隔離の指示あり。ホールにて書き物をして過ごしている。他者交流もあり、他者トラブルや不穏興奮なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想言動や不穏興奮なく経過。自室にて臥床して過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・長根　瞳様～身体拘束中。午前中足でベッドフレームを蹴り大きな音を出しており、介入。声掛けに聞きいれ不良で再拘束時スタッフに粗暴行為あり、10:25リスパダール内用液2ml1P服用。その後しばらくすると落ち着いている。拘束部位皮膚・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藪　真弓様～身体拘束中。ベッド上自傷行為や危険行動、拘束すり抜けなく経過する。不穏興奮
なし。拘束部位皮膚・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出
来るよう努めていく。

＜村上Dr.診察＞
・見附 清孝様、甘利　恵子様、北野　恵一様～南病棟への転出許可。村上Dr.の患者様は、南病棟へ転出した時点で退院許可となる為、南病棟へ申し送りをする事。
・村上Dr.の患者様は、主治医が不在である事から、火曜日以外で転出させてほしいとの事であっ
た。

＜金Dr.診察＞
・藪　真弓様～拘束開始し1週間経過。ガラス片を隠し持った事について振り返りをし、「覚えていない」というが、拘束継続となると「ごめんなさい。嘘つきました」という。身体拘束継続。

・松原　千積様～外出希望について、「実家。妹と話したいんです」という。外出理由が伴わない為、保留。

・杉本　ヒメ様～南病棟への転出許可。

＜新入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年9月15日　14：50
  氏　　名：上野　淳子（うわの　あつこ）様
　生年月日：昭和14年10月11日（85）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr.（サポート医：柞木田Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

　＜経過＞
　70代後半頃より、物の置き場所が分からなくなる、予定を失念することが増え、同時期に次女付き添いのもとで大里脳神経クリニックを受診し初期のアルツハイマー型認知症と診断を受け薬物療法が開始。同院には数回通院するも次第に「自分は馬鹿じゃない」「こんなところ行かなくてもいい」と受診拒否。大里脳神経クリニックへの通院は中断。徐々に易怒性や物を投げ付ける粗暴、カッとなり「死にたい」と発言が出現。専門医の受診を希望し、R6.5.30当院初診。 その後は当院通院を継続。
R7.9.1青森労災病院より転入院の問い合わせあり。同年 8月15日より脱水症状と横紋筋融解症にて同院へ入院。入院後は認知機能とADLの低下が顕著であり、食事は口に溜め込み吹き出してしまう、早朝などに「だれか来てください！起こして！」と大声を出すことあり。当初家族は自宅退院を希望していたが、現在の状況では困難であり、症状改善と環境調整目的にて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
